
緑の壁として自立している状態

緑の壁の庇を跳ね上げた状態

緑の壁の床を敷き並べた状態

素足で歩けるGREEN　GRID

■GREEN　GRID
車や建物が時代の潮流で刻々と「エコ」へと移行して
いるが、車が走る車道や人が行き来し移動して建物に
移る歩道の都市インフラは、戦後何の変化も無くアス
ファルトで舗装されて時を迎えている。

接しあう都市インフラを緑の壁結びつける。
車移動中心とした都市インフラに新たな「緑の線」の
インフラを創り上げる。

車両のキャパシティをMAX
にし歩車分離を徹底する 

CO2
車から排出されるCO2を
吸収して削減

CO2
太陽光発電による蓄電と、
庇効果による省エネ効果
でのCO2軽減

CO2
薬草での身体的温暖による
省エネ効果でのCO2軽減

平日の就業時間

朝夕ラッシュの時

乗降や駐停車に利便性の
高いスペースつくり

アフターファイブ
歩道と一体となった歩行者の
為の憩いのスペース。都会の
中で素足で歩ける緑が出来る
また薬草が人と人をつなげる
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緑の壁
通学時に車道に出ることなく
子供達を安全にガードする

静かな通学路で会話を
楽しむことが出来る

庇の下では雨に濡れずに乗降が可能

緑の壁が車の騒音を消す

車の排気ガスが遮断され
二酸化炭素を吸収する

昼間蓄えられて電気と熱は
蓄熱材から緩やかに発散される

緑の床に座り休むと
蓄熱材により暖かい

薬草を採取してお茶を
飲むと体の芯から温まる。

緑の壁の天井
都会の中で緑の天井となり
歩道に憩いの空間を創る

緑の壁の床
殺伐とした歩道に
素足で歩ける床が表れる。

影に隠れた時に発散される

日中に多くの発電・蓄熱をする

■温まり方
1. 緑の壁の薬草を積む 2. 太陽光発電で炒める 3. 飲んで、一緒に体の芯から温まる

1。薬草を摘む

2。薬草を乾かす

3。薬草を炒める

4。お湯を注ぐ

健康は人の心を温める要素である。同じ目的を持って人が集まると、そこには暖かな時間が

流れる。雑草と言われる植物の中には、体によい効用を持つ薬草がある。

古くから「春の七草」と呼ばれるように、日本人は雑草の効力を昔から知っており、体に

潜在的にある自然治癒力や抵抗力を強める力を有効に活用してきた。地域で採れる薬草を用いて、

都会で暮らす人々の身体を自然体に戻し、暖ためることで冬の寒さに抵抗していく場である。

■レシピ

薬草

パルプ材

防水シート

蓄熱材

アルミ箔

太陽光発電パネル


